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令和５年度 まちづくり助成活動実績報告書 ⽬次 

コース 団体名 活動テーマ ペ
ー
ジ 

じゃんぷ ⻄荻のこと研究所 
まちの更新を迎える⻄荻地域において、まちづくりのプロセスを地域

参加を踏まえ、より良いものとしていく。そのための場づくり、情報

発信、地域勉強会を⾏う 

１ 

す
て
っ
ぷ 

community plus 
杉並区内の⼦育て世帯を応援する地域密着型 SNS の運営及び多世代

交流イベントや⼦育てイベントの企画運営、⼦育て世帯等のニーズ意

識調査 
11 

上⾼井⼾端 
多世代交流の居場所づくりと、農地の多い地域の特性を活かすことを

⽬的として『上⾼井⼾集会所まつり』への参加と『畑を巡るまち歩き』

を実施 

23 

あさうんど・あーす 
まちづくりの体験型活動の継続としてヒトとヒトの〈交流〉コミュニ

ティをつくることと継続を⽬指す 
31 

び
ぎ
な
ー 

すぎなみ発⾒クラブ 杉並区で健康に楽しく暮らすための啓蒙活動 37 

⾷と農でつながるすぎなみラボ 
オーガニックの良さを普及させることを⽬的とし、⾝近な⻄荻窪とい

う街でオーガニックなお店を紹介する MAP 作成・配布、今後は映画

上映会やトークショーを計画 
53 

軒先から、こんにちは実⾏委員会 
住⺠参加型イベント『軒先から、こんにちは ナリタヒガシ』と、 

イベント開催に向けた住⺠参加型の「寄り合い」の開催 
61 

こもれび会 
地域連絡会の地域を⾒守る活動に仲間達が近隣に住んでいる⾼齢者の

引きこもり・孤⽴を防ぐために、定期的な「こもれびサロン」の運営

⽬的として発⾜ 
71 

いぐさの⾚い椅⼦ 
商店街をはじめ、街なかに『誰が座っても良い椅⼦』を設置し、休め

る場所を作り、誰もが気軽に外出できる街をつくる 
79 

語ろう︕笑おう︕華の会 話したい事、なんでも云える場所つくり 85 

 
この冊⼦は「じゃんぷコース（すてっぷコースを修了したまちづくり団体が⾏うまちづくりが対象）」

「すてっぷコース（区に登録したまちづくり団体が⾏うまちづくりが対象）」「びぎなーコース（区⺠

等が新しく取組みを始めるまちづくりを対象）」の１年間の活動をまとめたものです。 

まちづくりを⾏っているみなさん、新しくまちづくりを始めようとするみなさんの参考にしていた

だければ幸いです。             

 

  令和６年３⽉  杉並区都市整備部管理課 

 
＜まちづくり助成制度＞  平成７年度から１１年度   杉並区まちづくり公社 

平成１２年度から２９年度  杉並区都市整備部まちづくり推進課 

平成３０年度から      杉並区都市整備部管理課                   



 

じゃんぷコース 
 

 

すてっぷコースを修了した 

まちづくり団体が⾏うまちづくりが対象 
 

 

       「⻄荻のこと研究所」 

 

 

 



第７号様式（第 11 条関係） 

令和６年３月２５日  

杉並区長 宛

申請者 住所 

氏名 石井祐樹 

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和５年６月１５日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 西荻のこと研究所 

事  業 期  間 令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 70,000 円 

活動に要した経費の額 81,951 円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他
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事業実績報告① 

団 体 名 西荻のこと研究所
代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

石井祐樹 

活 動 テーマ 

まちの更新を迎える西荻地域において、まちづくりのプロセスを地域参加
を踏まえ、より良いものとしていく。そのための場づくり、情報発信、地
域勉強会などを行う。 

活 動 記 録

   年  月 令和５年４月１日～令和６年３月３１日の活動内容及び成果 

■日常の活動～ミーティングとメールマガジン発行
 毎週水曜日 19 時～ オープンミーティングを開催。まちづくりに関する様々な議題について

議論し、新メンバーが加わる機会にもなっている。2020 年～MTG は 180 回を超える。
 メールマガジンは隔週発行。まちづくりに関する情報発信やこと研活動やイベントについて

お知らせした。メルマガ登録者数：786 名（2024 年 2 月末現在）
■セミナー・勉強会・イベント・WS・調査など
 7/8 トークイベント「銀座はどうやって銀座らしさを育んできたのか？」開催

銀座街づくり会議、銀座デザイン協議会、事務局長の竹沢えり子さんを迎え、話を伺った。
 昨年度に続き「ニシオギ大調査」を実施し、特に北銀座通りの道路拡幅の用地買収に伴って

日に日に町の様子が変わっていくため、その変化を見るためにも継続した観察を行うことが
重要だとの認識で、できるだけ多くの人に調査に加わってもらえるよう、リーフレットや調
査内容の記録のためのツールの整備、調査イベント、メルマガでの中間報告等を行った。

 「ストレートラインクレイジー」（ニューヨーク市の開発の歴史をなぞった演劇）を鑑賞
し、西荻のまちづくりについて語り合った。（参加者：こと研メンバー）

 10/26 勉強会「社会実験・お試しまちづくりの勧め」
園田聡さんを講師に迎え、ことカフェにて開催

 明治大学吉良研究室の課題実施に協力。西荻北銀座商友会の協力を得て、学生さん方にま
ちの現状を捉えて北銀座通りでの社会実験に結びつけられるような設計提案を行ってもら
い、12/23 に地域発表会を実施。（参加者：明治大学学生、教職員、商友会、こと研、地域
住民）

 2/22 ロンドンを拠点として活動するアーティスト・キュレーター、アナ・ハートさんを迎
え、地域性やローカリティーを共有するワークショップを開催。（参加者２９名）

■まちづくりの具体的課題解決への協力
 善福寺児童館が「子ども・子育てプラザ」に施設再編されると、子どもの居場所、中高生の

居場所、子どもたちと地域が繋がる場や子育て環境が大きく変化するため、どう対応するか
という地域活動において、「善福寺児童館子ども・子育てをより良くする会」「善福寺児童館
中高生委員会」などの活動をサポートした。

 補助 132 号線の道路拡幅の用地買収に伴って発生した工事などに対して、テナント、オーナ
ー、行政と連携がとれないでおこった問題などの相談にのった。

 西荻エリアの土地の売却でマンション開発がおこり、そこにある保存樹木が伐採されるこ
とになったため、地主や設計者など様々な角度からの議論をし、メルマガにて意見を発信
した。
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事業実績報告②   団体名  西荻のこと研究所

事業の成果

様々なイベントを通し、こと研の活動も少しづつ地域に認知されつつある。 

当初より訴えてきた「地域の場づくり」と「まちづくりプロセスへの住民の参加」、「課題の共

有、情報の透明化」という課題は 4年前と比べると良い方向へ向かっていると考えている。岸

本区長の政策が大きいことは言うまでもないが、こと研もささやかながら一助を担えたのでは

ないかと自負している。 

 そういった意味において、こと研の活動は一応の達成を迎えたのではないかと感じている。

これからの具体的な協働の形はまだ見えてきてはいないが、それに向け、活動の方針を探って

いく段階だと考えている。 

勉強会の様子 
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事業実績報告③ 団体名   西荻のこと研究所

今後の活動の予定と抱負

来年度から始まる 「西荻デザイン会議」を念頭に、今後は社会実験など具体的な活動へ
シフトしていくことを考えている。西荻デザインセンター（仮）をお試しで開設し、道路拡
幅に関するオープンハウス的情報共有や、専門家相談などを行っていく予定。

課題としては 「ニシオギデザイン会議」への参加 ・協力を考えてはいるが、具体的な枠組みが不
明な為、どのようにコミットしていけるかが分からず足踏みしている状態である。長期的にはこ
れらのような協同政策の枠組みからの住民参加が望ましいと考えているのだが、なかなかに難
しい現状。こと研として参加できるのか、個別に個人が参加していくのかも現段階では不明。 

有難いことに、これまでの活動で、他団体や専門家との接点が生まれてきた。これから具体化す
るまちづくりにおいても協力を仰ぎ、知見を伺っていきたいと考えている。 

秋の中間発表で触れたが、まちづくり団体として協議会へは進まずに活動を継続していく所存で
ある。（活動段階の保留ということは可能なのか伺いたい） 理由は、こと研が西荻の総意とい
うほどの広がりを持っていないこと、行政側の枠組みが西荻地域ですでにあり、地域での意向
の相違がある現状では、そちらの発展の方が望ましいと考える点、（駅周辺 ・デザイン会議 ・１
３２号。先ずは話し合う場での公正な熟議が始まることが先決と考える）などがある。 

最後に、４年の長きにわたり、区の職員のみなさまはじめ、先生方に多大な応援、助言を頂いた
ことを感謝申し上げます。また、他団体のみなさまの活動も良い刺激と活力となりました。あ
りがとうございました。 
まちづくりは終わりのないことだと存じております。今後ともよろしくお願いいたします。 

西荻のこと研究所 石井祐樹 

北銀座商友会協力の下に開催した、明治大学留学生による社会実験提案 
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収 支 内 訳 書   団体名  西荻のこと研究所
【収入】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 42000 円 

まちづくり助成金 70000 円 

その他 34000 円 勉強会参加費 32 名×1000 円,4 名×500 円 

合  計 146,000 円 

【支出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

講師謝礼（2 名×20,000 円） 40,000 円 40,000 円 

（２） 

広報活動費 

メルマガ発行費
Mailchamp システム利用料
（2530 円×9 ヶ月、2531 円×2 ヶ
月、2529 円×1 ヶ月）

チラシ印刷代（200 枚）

30,361 円 

2,590 円 

32,951 円 

（３） 

事務運営 

・事業実施費

会場費（4500 円×2 回） 9,000 円 9,000 円 

（４） 

その他 

  合 計     81,951 円 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの
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［申し込み方法］ Google フォームよりお申し込みください。  
  https://forms.gle/Vmjbw5mP6P7jtGoQ8
［問い合わせ先］ yuki@kazekoubou.jp　080-5485-9454　（石井）
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https://forms.gle/Vmjbw5mP6P7jtGoQ8
www.airstudio.org
www.linktr.ee/air_ing_
www.linktr.ee/annahart_ing
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すてっぷコース 
 

 

区に登録したまちづくり団体が⾏うまちづくりが対象 
 

      「community plus」 

「上⾼井⼾端」 

       「あさうんど・あーす」 

 

 

 



第７号様式（第 11 条関係） 

令和６年３月２５日 

杉並区長 宛 

申請者 住所  

氏名 住吉ひろみ  

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和５年６月１５日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 community plus 

事 業  期  間 令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 ７０，０００円 

活動に要した経費の額 
７６，３６７円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真（別添２にインスタ投稿画像貼り付け済み）

（３）その他（別添１多世代向け講座チラシ、別添３アンケート PR チラシ）
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事業実績報告① 

団 体 名 community plus 

代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

住吉 ひろみ  

活 動 テ ー マ 

杉並区内の子育て世帯を応援する地域密着型 SNS の運営および多

世代交流イベントや子育てイベントの企画運営、子育て世帯等のニ

ーズ意識調査 

活 動 記 録 
年  月 

令和５年４月１日～令和６年３月３１日の活動内容を記入してください。 

■多世代イベント 最新育児を学ぼう

実施日 令和５年 5 月 20 日（土） 
場所 コミュニティふらっと成田

■木のおもちゃ広場

実施日 令和５年 6 月 30 日(金) 
場所 pico ナーサリ和田堀公園 

■木のおもちゃ広場

実施日 令和５年 12 月 21 日(木) 
場所 pico ナーサリ和田堀公園 

■ファーストサイン体験＆ ちょこっとベビーマッサージ

実施日 令和６年 1月 30 日(火) 

場所 pico ナーサリ新高円寺 

■善福寺川緑地等利用者アンケート

通年。イベント時などにチラシを配布

■子連れおでかけ情報インスタグラムの運営

通年

詳細および成果は次ページ以降に記載 
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事業実績報告② 団体名 community plus 

事 業 の成 果

■多世代イベント 最新育児を学ぼう

実施日 令和５年 5 月 20 日（土）

場所  コミュニティふらっと成田

参加者 10 名

シニア世代や杉並区とのつながりが強い NPO 法人「プロップ K」とイベント共催とし

て、最新の育児を学ぶ多世代交流のイベントを実施。まちづくり助成金から講師代を捻

出させていただき、杉並区で活躍されている現役助産師による今と昔の子育ての違いに

ついて講義した後、シニア世代と子育て世代の対談、参加者同士の交流の時間を設けた。

会場となったコミュニティふらっと成田の別のイベントなどでチラシを配布するなど、

子育て世代以外の世代への認知拡大にも繋がった。また、シニア世代で元保育士の子供

見守りボランティアにも協力いただき、子育て団体から多世代まちづくり団体のステッ

プアップの一歩となった。

※チラシ別添１（実物はカラー印刷）

■親子向け交流イベント

認可保育園「Pico ナーサリ和田堀公園」および「Pico ナーサリ新高円寺」の地域支援

室 pico カフェを借用し、地域の親子向けのイベントを開催。まちづくり助成金を使用

して講師を招き、テーマを持って合計３回、行った。 いずれの回も、外遊びがしにく

い梅雨時期や冬に行うことで、親子のお出かけ先として好評を得た。平日開催にするこ

とで、０～１歳児を育てる育休中や専業主婦の方々から参加いただき、常連さん同士で

昼食を食べにいくようなつながりができるなど、孤立防止のきっかけ作りの場ともなっ

た。また地域の親子向けに活動している保育園や玩具屋と連携することで、お互いの長

所を生かし、地域に向けた新しいイベントを開催できた。

①木のおもちゃ広場

実施日 令和５年 6 月 30 日(金)および 12 月 21 日(木)
場所 pico ナーサリ和田堀公園

参加者 合計 34 名（大人 17 名）

西荻窪の玩具屋「道生庵」の木のおもちゃを借用し、親子で自由にあそぶ中で、保育士

やおもちゃコンサルタントの資格を持つ講師に子育ての相談、親同士の交流も行えるよ

うにした。 
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事業実績報告②-2 団体名 community plus 

②おしゃべり前の赤ちゃんと話せるファーストサイン体験＆ ちょこっとベビーマッサ

ージ

実施日 令和６年 1月 30 日(火)

場所 pico ナーサリ新高円寺

参加者 親子 12 名（大人６名）

ベビーマッサージとファーストサインの講師の資格を持つ方を招き、講座を開いた。親

子のコミュニケーションについて、イライラしない子育ての工夫、ファーストサインの

体験、簡単なベビーマッサージなどを習った。親同士の交流タイムも設け、ママ同士の

つながり作りの場にもなった。 

※別添２ インスタグラムでのイベント報告投稿を一部、抜粋して添付

■杉並区内の子連れおでかけ情報インスタグラム「すぎまぱ」の情報発信強化

子連れで利用しやすい飲食店を紹介する投稿の需要が高いため、取材と記事作成をす

るライターを募集。10 名の応募があり、オンライン面談を経て、最終的に 7 名のライ

ターが参加。撮影サンプルとして、注文した飲食代の実費にまちづくり助成金を使用し、

投稿数を増やすことができた。

結果、フォロワー数は 540 人（令和５年２月２日時点）から 1241 人（令和６年 2 月

12 日時点）に増加。フォロワー数の増加により、杉並区内のママたちにリーチする数

少ない媒体としての存在感が増し、有料ですぎまぱ上での告知を希望する団体も出てき

ており、助成金終了後の自主財源の確保としての第一歩も踏み出せた。 

また、ライター募集をする中で、自団体の活動に共感し、記事作成や運営に協力した

いという方が多数いることがわかり、ライター募集をきっかけに運営全体に参加しれく

れる人も出てくるなど、今後の活動を広げるきっかけとなった。乳幼児を育てるために

仕事をしていなくても、何らかの形で社会とのつながりを持ちたいと感じているママた

ちや、引っ越したばかりで地域のつながりを求めているママたちは少なくなく、子連れ

で無理ない範囲で地域社会に参加する場としても団体が機能し始めていると感じてい

る。 

※別添２ 公募ライターさんによるインスタグラムでの投稿記事を一部、抜粋して添付

■善福寺川緑地および和田堀公園利用者へのニーズアンケート実施

まちづくり助成金を活用して、アンケート協力を呼びかけるチラシを増刷した。イベン

ト開催時などに配布し、回答者数を 196 人まで増やした。

※チラシ別添３
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事業実績報告③ 団体名  community plus 

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負 

・善福寺川緑地等利用者アンケートの結果をもとに、区長への要望書にまとめ、提出。

善福寺川緑地等における多世代交流拠点の実現に向けて、区のコンサル派遣事業等を活

用しながら、今後の計画を検討する。

・運営メンバーの多世代化およびと団体の多世代への認知度アップ

・運営メンバーの拡充による今後の発展的な活動に向けた体制の確保

・親子向けイベントの単発の実施で終わらず、常連の参加者同士のネットワークづくり

に取り組む

・インスタグラム「すぎまぱ」の継続運営とフォロワー数増に向けた PR 強化

・まちづくり助成金終了後に向けた自主財源の模索
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収 支 内 訳 書 団体名  community plus 

【収入】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 １０４００円 
親子イベント参加費 200 円×27 人 

子育て講座参加費 500 円×10 人 

まちづくり助成金 ７００００円 

その他 ３０００円 インスタ掲載協賛費

合  計 ８３4００円 

【支出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

子育て講座 講師謝礼 

木のおもちゃ広場２回 講師謝礼 

ファーストサイン体験 講師謝礼

子育て講座講師謝礼 

6000 円 

2500 円×２回 

2500 円 

2500 円 

１万 6000 円  

（２） 

広報活動費 

善福寺川緑地等利用者アンケート 

チラシ印刷費

報告書や対講師向け説明書類等

のプリント代 

2079 円 

1130 円 

3209 円 

（３） 

事務運営 

・事業実施費

撮影サンプル代 

 

５万７１５８円 

 

５万７１５８  円  

（４） 

その他 

合 計     
７万６３６７円  

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 
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　　　 コミュニティふらっと成田
(杉並区成田西1-28-18)
すぎ丸バス(阿佐ケ谷駅・浜田山駅間)「成田西子供園前」下車徒歩2分
関東バス   (中野駅・五日市街道営業所間、中35・中36・高43系統)
　　　　　「杉並第二小学校」下車徒歩2分

開催日時 2023　5　20　(土) 
10:30〜12:00

会　　場 杉並区立

内　　容 講義＆対談・参加者同士の交流会

講師　織田  涼子さん

年　 月　　 日

孫育ても楽しみたいけど自分の時間も大事にしたい。
ちょうど良い距離感でお手伝い出来るかな？
祖父母に手伝ってもらったけど、やり方が違ってモヤモヤ・・・
そんなお悩みありませんか？
今更聞けない子育ての基本から最新育児まで、助産師による講義と
乳幼児を囲んで世代を超えて知恵を共有できる交流会を行います。
子育てや孫育ても終わったけど子どもに関わりたい方、
これからお子さんが産まれる方も大歓迎。
年代性別は問いません。一緒に最新育児を学んでみませんか。

参  加  費 500円
対　　象 孫がいる、孫が生まれる予定の方

子育て中やプレママパパの方
子育て支援や孫育児に興味がある方
※年代性別問いません　※杉並区在住・在勤の方優先

定　　員 40名（先着順）
申　　込 03-3318-2061

info@prop-k.or.jp 

出張開業助産師として地域での
母乳育児相談/両親学級/性教育
など幅広い世代と関わりながら
自宅出産も手がけている。
杉並区成田エリアを中心に活動
する5児の母でもある。
《講師からのメッセージ》
助産師として病院勤務の経験と
5人の子育ての実体験を交え、
今の子育て事情を分かりやすく
お話しします。
是非ご参加ください♪

2023年5月20日(土)

これでサクッと子育て支援これでサクッと子育て支援
最新育児を学ぼう最新育児を学ぼう

問  合  せ NPO法人プロップK 03‐3335‐6230 
（コミュニティふらっと成田運営事業者 ）

主催　[NPO法人プロップK] コミュニティふらっと成田運営事業者
共催　[community plus]　 杉並区内の子育てファミリーを応援する任意団体

インスタグラム「すぎまぱ」で子連れお出かけ情報を発信中！

（未就学児無料）

等

（途中休憩あり）

翌日開催のイベント 日時　2023年5月21日(日)
　　　13:00〜16:00
場所　コミュニティふらっと成田
参加費　無料(1家庭3個まで)
　　　　 ※部品購入などで費用がかかる場合もあります ※入院(持ち帰り修理)の場合もあります

おもちゃの病院

内容　壊れたおもちゃを修理します
申込　予約不要　直接会場へお越し下さい
共催　杉並おもちゃドクターズ

＼壊れてしまったおもちゃをお持ちください。熟練のドクターたちが修理します／

コミュニティふらっと成田自主事業

(受付15時まで)
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別添２ 親子向けイベント インスタ投稿抜粋 community plus 

「木のおもちゃ広場」 
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別添２ 親子向けイベント インスタ投稿抜粋 community plus 

「ファーストサインイベント」 
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別添２ 子連れランチスポット紹介 ライター募集投稿記事抜粋 community plus 
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別添２ 子連れランチスポット紹介 インスタ投稿抜粋 community plus 
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第７号様式（第 11 条関係） 

令和６年３月２５日 

杉並区長 宛

申請者 住所 

氏名 平田敬子

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和５年６月１５日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 上高井戸端 

事  業 期  間 令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 70,000 円 

活動に要した経費の額 63,930 円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他
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事業実績報告① 

団 体 名 上高井戸端 

代 表 者 

・ 連 絡 先 
(住所･Tel 等) 

平田敬子 

活 動 テ ー マ 
多世代交流の居場所づくりと、農地の多い地域の特性を活かすこと

を目的として、【上高井戸集会所まつり】への参加と【畑を巡るま

ち歩き】を実施する。 

活 動 記 録 
   年  月 

令和５年４月１日～令和６年３月３１日の活動内容を記入してください。 

令和 5年 

4/12  定例会 

       ・「まちづくり助成（すてっぷコース）」申請を決める 

5/10  定例会 

       ・区の「まちづくり団体」への登録について 

6/10  「令和 5年度まちづくり活動助成」公開審査会参加 

6/14  定期総会＆研修 

       ・令和 5 年度活動計画 

       ・「お散歩の会」代表を招いて研修会 

7/12  定例会 

       ・イベントの日程とスケジュール決定 

8/9   定例会 

       ・「集会所まつり」の内容を検討 

       ・「まち歩き」のルートを検討 

9/13  定例会 

       ・まち歩きのルートを下見、危険個所のチェック等 

       ・上高井戸町会厚生部と集会所まつりの協力体制を確認 

10/11 定例会 

       ・集会所まつりの会場を下見 

10/12 集会所まつり協力者打ち合わせ会出席 

10/17 まち歩きルートの農家 7 軒に挨拶回り 

10/20 上高井戸町会回覧版にて「まち歩き」参加者募集チラシ回覧開始 

11/8  定例会 

       ・「集会所まつり」最終確認（役割分担等） 

11/12 「上高井戸集会所まつり」に出展 

11/19 「畑を巡るまち歩き」開催 

12/13 定例会 

       ・イベントの反省・感想。今後の活動について 

令和 6年 

1/17  定例会      2/14  定例会 
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事業実績報告②         団体名  上高井戸端             

 
事 業 の成 果  

 会の設立目的に「多世代交流の居場所づくり」「ここに住んでよかったと思える町づ

くり」「この人に会えてよかったと思える仲間づくり」を掲げる上高井戸端には、サブ

テーマとして「食」と「農」があります。区内有数の農地を抱える上高井戸地域で活動

するからには、野菜を介したイベントで繋がりたいとの思いがありました。 

◆上高井戸集会所まつり    令和 5年 11 月 12 日（日） 

 コロナ禍の影響で 4 年ぶりの開催となった行事に、「野菜を使ったレシピの紹介と試

食」の内容で参加。地元農家で当日の朝に収穫された大根を、葉も皮も丸ごと使った５

種類の料理を作り、ワンプレートで提供し試食していただきました。 

       提供したメニュー ・ふろふき大根 

                ・大根餅 

                ・大根の皮のきんぴら 

                ・大根の簡単漬け 

                ・大根の葉の味噌胡麻炒め 

 会場では、事前に撮影した畑の写真や昔の畑風景（白黒）写真をスクリーンに映し、

野菜にまつわるクイズ等も用意し、親子連れをはじめ近隣からの来場者でにぎわいまし

た。 

〇参加者数：74 人（子供 25 人） 

〇成果 

 ・高井戸地域区民センター協議会とのつながりができた。次年度も企画のひとつとし

て参加し  

  てほしいと依頼された。 

 ・当日スタッフとして上高井戸町会厚生部から応援があった。 

 ・上高井戸端の〈のぼり旗〉を作成、会場に設置し、会の PR をした。 

 ・地元で採れた新鮮野菜のおいしさを来場者に実感してもらえた。 

 ・レシピに関する質問などで、来場者との交流ができた。 

 ・上高井戸端メンバーの専門性や得意分野を活かせた企画になった。 

〇反省点 

 ・予想を超える来場者があり、材料が足りなくなった。 

 ・会場が狭く、入れ替え制のような慌ただしさがあった。 

 

※添付資料  

 ・第 37 回上高井戸集会所まつり チラシ 

 ・たかいどだより No.329（２０２４年１月） 

 ・ケア 24 高井戸たより（第８６号） 

 ・当日の写真 
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◆畑を巡るまち歩き  令和５年１１月１９日（日） 

 上高井戸集会所まつりの翌週、上高井戸端の独自企画として、上高井戸地区の直売所

がある農家７軒を巡りました。普段は入ることのできない畑の中を見学させていただい

たり、採れたての野菜を購入したり、生産者から直接お話を伺うことができたりと、充

実した内容で実施することができました。 

 途中の休憩は、地域にある介護事業所の一室をお借りし、飲み物とお菓子で寛ぎまし

た。 

〇申込参加者数：6人、スタッフ参加者数：9人 

〇成果 

 ・住宅地の中にある農家の様子、作付けの工夫等を知ることができた。 

 ・歩きながら参加者同士の会話が生まれ、楽しい時間となった。 

 ・これからも同様の企画があれば参加したいとの感想があった。 

 ・無理のないコース設定と時間配分、十分な打ち合わせと下見により、不安なく実施

できた。 

 ・自然が相手では幸運にも、としか言えないが、天候がまち歩きには最適だった。 

〇反省点 

 ・参加者募集の方法を、町会回覧版以外でも考えたい。 

 ・まち歩きは天候によって出来が左右される。今回は募集の際に大雨中止としたが、

仮に小雨 

  で決行した場合、参加者の安全と満足度を確保する対応がとれたかどうか、また実

施の判 

  断基準等は検討する必要があった。 

 

※添付資料 

 ・参加者募集チラシ 

 ・まち歩きコース地図 

 ・当日の写真 
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事業実績報告③         団体名  上高井戸端             

今 後 の活 動 の予 定 と抱 負 

 今年度の活動で、上高井戸町会、高井戸地域区民センター協議会、地元農家さんとの

繋がりができました。この繋がりを活かしながら、今後も地域に密着した活動を提案し

たいと考えています。地域で開催されるイベントには機会があれば積極的に参加して、

上高井戸端を知っていただくよう努めます。新しい活動に取り組むためにも、仲間を増

やすことは今後の課題です。 

 同じエリアでもテーマを変えることで多様なコース設定が可能であることから、「ま

ち歩き」は上高井戸端の特色ある活動として継続します。テーマを考える準備段階で多

くの学びがあり、地元を深く知るきっかけになりました。 

今後の活動 

〇地域の特徴を活かした活動 

〇地域の他団体と協働した活動 

〇「食」を介した集まりや仲間づくり 

〇メンバーを増やす 

〇地域での認知度を上げる 

 

具体的な企画案 

・世田谷区との区境を歩く 

・農作業体験（農繁期の援農） 

・上高井戸集会所まつりへの参加 

・テーマを決めた井戸端会議（毎月の定例会を活用） 
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収 ⽀ 内 訳 書         団体名  上高井戸端             

【収⼊】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 600 円 まち歩き参加費（保険料） 

まちづくり助成金 70,000 円  

その他 0 円  

合  計 70,600 円  

 

【⽀出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。 

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 

報償費：講師謝礼 

報償費：訪問先農家へ謝礼（7 軒） 

使用料：会場使用料 

旅費：交通費（別紙） 

 

20,000 円 

7,560 円 

6,500 円 

4,236 円 

 

 

 

 

38,296 円 

（2） 

広報活動費 

印刷・デザイン・制作費：のぼり旗 

用紙・印刷費：イベントチラシ等 

14,102 円 

2,555 円 

 

 

 

 

 

16,657 円 

（３） 

事務運営 

・事業実施費 

消耗品費：食材、名札、他 

使用料：会場使用料（11/19） 

イベント保険・手数料 

7,055 円 

1,000 円 

922 円 

 

 

 

 

 

8,977 円 

（４） 

その他 
  

 

  合 計     63,930 円 

 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など 

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など 

（３）事務運営  ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

   ・事業実施費 

（４）その他   ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 
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第７号様式（第 11条関係） 

令和６年３月２５日 

杉並区長 宛

申請者 住所  

氏名 梶山 あや

まちづくり助成活動実績報告書 

 令和５年６月１５日付で交付決定通知を受けたまちづくり助成金に係る 

活動の実績について、下記のとおり報告します。 

記 

団 体 名 あさうんど・あーす 

事 業 期  間 令和５年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

交付決定を受けた助成金の額 70,000 円 

活動に要した経費の額 
81,790 円 

添付書類 

１ 会計報告 

（１）収支内訳書

（２）領収書

（３）その他

２ 事業報告
（１） 事業実績及び事業の成果

（２） 活動写真

（３）その他
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事業実績報告① 

団 体 名 あさうんど・あーす 

代 表 者 

・ 連 絡 先
(住所･Tel 等)

梶山 あや 

活 動 テーマ 
2023 年度まちづくりの体験型活動の継続としてヒトとヒトの  

（交流）コミュニティーをつくることと継続を目指します 

活 動 記 録 

   年  月 
令和５年４月１日～令和６年３月３１日の活動内容を記入してください。 

あさうんど・あーす活動録（令和 5年度） 

4/11定例会 

4/30「高円寺びっくり大道芸 第１５回」 

5/12定例会 

6/6 定例会 6/10まちづくり助成公開審査会 

7/11定例会 

8/4～8/8「阿佐谷七夕まつり 第６７回」実施（地元商店街×協働初運営） 

8/22定例会 

8/26～8/27「高円寺阿波おどり 第６４回」(地元商店街×協働まちづくり) 

9/2～3「馬橋稲荷神社 例大祭 ～宮神輿百年“本祭り”」(まちづくり地域貢献) 

9/5 定例会 

9/9「宗成白山神社 例大祭」※誕生日バルーン感謝企画第 2弾！(まちづくり地域貢献) 

10/3 定例会 

10/14秋の交流会・まちづくり助成中間報告会 

10/29「ぐるり絵本のぐるり交換会 × ハッピー・ハロウィン 2023」実施 

11/7定例会 

12/5 定例会 

12/24「ぐるりこどものおもちゃ交換×クリスマス感謝祭 2023」試行 

1/9 定例会 

2/3「節分風船まきまき大会 2023（こども対象）試行 

3/2 まちづくり助成 年度報告会 

3/3 「ひな祭こども用品ぐるり交換会」（仮称）試行 、他予定 
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事業実績報告② 団体名 あさうんど・あーす

事業の成果
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事業の成果 あさうんど・あーす 

2023 年度 まちづくり活動の経緯とさまざまな企画ときっかけづくり実践の一年間 

2020 年から続く新型コロナ禍の中、幣会の 2022 年度のまちづくり助成の休年時に 

おいて、杉並区での各地域での伝統まつり中止も多かったため、可能な限りの地域の 

みなさまのお力を合わせて「あさがや芸術まつり」を（新型コロナ禍だからこその幣会  

発足時の理念とともに）地域交流の一環になればと有志の開催をいたしました。 

テーマは「こどももおとなも楽しく」内容は、①和洋芸術の融合の音楽（マリンバや三

味線の和楽器等）、②高円寺びっくり大道芸の杉並区馴染みの東京都認定大道芸アーティ

ストたちのステージ盛り上げなど、③マルシェ式の売店で人と人との会話はずむ場づくり

でした。特に大反響を頂きましたのは、公演後の各演者と交流しながら楽器体験ができる

コーナーでした。お客様は３～９４歳で来場者は新型コロナ禍猛威の様々な逆風の中、

約２００名様ほどの安全安心の無事の開催にて改めまして深く御礼申し上げます。

そして昨年までの地域の活動を経て引き続き、2023 年度のまちづくり助成において 

幣会はフェスティバル（まつり）とマルシェ式のイベント開催を目標といたしました。 

しかしながら、まちづくりテーマ型の継続した活動を目指すためには、年に一度の大きな

イベントとしての運営費不足、人材・資金集めなど諸々の準備不足のため、幣会の会合を

重ねた結果、今年度の活動は以下の通り 2点となりました。

【１】年間を通じた杉並区地元での暦行事＋まちづくり交流体験型企画を行うこと 

【２】地元のおまつり開催×協働のまちづくり活動（通年）に挑戦すること 

（参考１）2023 年度において特に集客や賑わいに大変盛り上がった活動ベスト３ 

1 位 ８月 阿佐谷七夕まつり（地元商店街×まちづくり活動の一環の初協働） 

2 位 １０月 南阿佐谷すずらん商店街ハロウィン（絵本の交換会） 

3 位 ９月  宗成白山神社 例大祭 （バルーンワンコプレゼンツ） 

（参考２）まちづくり活動での気づき ～区民のお声～ 

感謝の気持ちになれる（きづける）ありがとうと伝えられる 

おまつり・イベント、等でも、住むまち環境の安全性が常に確認できる 

助け合いは日常から、そしていざという時にもとても大切である 

知り合うきっかけ・接点がない 

遊ぶ場がない                    、  等々…… 

以上 

あさうんど・あーすまちづくり活動分野での区民間交流としてふりかえりながら… 

たくさんの反響と学びがありました。幣会としての今後の運営課題がますますます増え 

ますが、これら実践でのよい点が次世代へとつながり広まり継続することを切に願います。 
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事業実績報告③ 団体名 あさうんど・あーす

今後の活動の予定と抱負 

『あさうんど・あーす』とは 

パンデミックだからこそ 2020 年に一般の杉並区民の有志にして発足しました。 

「まちづくり体験型」をテーマにアイデアを出し合い、企画・準備をして、 

実施するという地域の自力にして成り立ち、心感謝に継続することができました。 

 弊会のふりかえりとしては、メンバーは地域活動におけるほぼ初心者ばかりで、 

3 歳～88 歳まで性別・経験問わずにてスタートし、紆余曲折の 4周年を迎え、 

今後とも初心を忘れず一生懸命に地域活動（ライフ＆ワーク）に励んでまいります。 

∞∞∞ メンバーの日頃より変わらぬ教訓メモ ∞∞∞ 

―、ヒト様のおはなしを聴こう 

一、行動すると、ヒトとヒトとのつながりあえる 

一、かけがえのない毎日に感謝 

一、ワクワクしよう 

∞∞∞ 今後の幣会について ∞∞∞ 

多世代の対象のうち子育て世代「コミュニティのきっかけと企画づくり」 

活動構想を幸作中です。～乞うご期待 

以上 

 最後に 

『明日ある 夢ある』 

“あさうんど”のまちづくり活動をご支援・ご愛顧いただきまして、 

心からお礼申し上げますとともに 

今後とも一層の杉並区のまちづくりの活性化をお祈り申し上げます。 

あさうんど・あーす 一同 
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収 支 内 訳 書 団体名 あさうんど・あーす

【収入】 

費  目 金  額 備  考 

会  費 ５００円 年会費 500 円×10 名 

まちづくり助成金 70,000 円 

その他 円 

合  計 75,000 円 

【支出】※（１）～（３）は必ず領収書を添付してください。 

費 用     内 容     金 額     合計金額 

（１） 

学習活動費 消耗品費（事務用品等） 

講師謝礼（2 名） 

30,085 

15,000 45,085 

（２） 

広報活動費 印刷費（チラシ・ポスター等） 1,1705 1,1705 

（３） 

事務運営 

・事業実施費
使用料（会場等） 25,,000 25,,000 

（４） 

その他 

  合 計     81,790 

（１）学習活動費 ： 講師謝礼、学習会資料作成費、会場使用料など

（２）広報活動費 ： パンフレットやニュース、報告書等の作成費など

（３）事務運営 ： 団体運営や事業実施に必要な消耗品や備品の購入費、郵送料など 

・事業実施費

（４）その他 ： その他の支出（１）～（３）以外のもの 
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